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A New Soybean Cultivar, “Shuryu”, with Soybean Mosaic Virus Resistance, Good Quality and
Maturity Group III : Satoshi SHIMAMURA＊1）, Akio KIKUCHI＊1）, Shin KATO＊1）, Yuhi KONO＊2）, Setsuzo
YUMOTO＊3）, Yoshitake TAKADA＊4）, Shinji SHIMADA＊5）and Tetsufumi SAKAI＊6）
Abstract : A new soybean [Glycine max（L.）Merr.] cultivar called“Shuryu”was developed at the
NARO Tohoku Agricultural Research Center in 2013. This cultivar was selected from a cross
between“Tohoku 143”and“Karikei 675”with the goal of developing a cultivar with resistance to
soybean mosaic virus (SMV), large seed size and good quality.
“Shuryu”is classified into maturity group III based on the data of its maturity at Kariwano,
Akita（latitude 39°32’ N, longitude 140°22’ E）. It has purple flowers, gray pubescence and
brown pods at maturity. It has a medium plant height with determinate growth and medium height
of the lowest stem nod with a pod. It is resistant to SMV strains A, B, C and D as well as to lodging.
“Shuryu”has large, good quality, yellowish-white seeds with yellow hila.  It is suitable for tofu
processing because of its medium protein content.
“Shuryu” showed high productivity and adaptability in the northern Tohoku district.
Key Words : Soybean, Large seed size, Soybean mosaic virus resistance, Lodging resistance, Protein
content, Tofu processing suitability, New cultivar
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6 2 2 1 1 1 1
36 30 14 14 7 7 7 7
114花 15 1,106 1,080 1,500 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25
6 2 2 1 1 1 1 1
23莢 15 36 30 14 14 7 7 7 7 11













試験年次は 2012 年。栽植様式は畦幅 75cm、株間 12cm、1株 1本立。
シュウリュウ（F12）の 7系統における系統間および系統内個体間の変異係数。
系統間 個体間 系統間 個体間 系統間 個体間 系統間 個体間
シュウリュウ 8.0 5.8 3.9 4.9 8.1 27.8 2.5 4.1
リュウホウ 5.1 3.6 2.1 3.8 8.4 14.1 1.3 3.9
品種名
変異係数（％）



















シュウリュウ 有 鋭先卵形 紫 中 直 白 中 中 中 有限 中 球 弱 黄 黄 黄白
リュウホウ 有＊ 鋭先卵形 紫＊ 中 直 白＊ 中＊ 中＊ 中＊ 有限＊ 中＊ やや大 偏球 弱＊ 黄＊ 黄＊ 黄白＊



















































農林水産植物種類別審査基準（2012 年 4 月）による。育成地（東北農研大仙研究拠点）での観察、調査に基づい
て分類した。
＊印は当該形質について標準品種になっていることを示す。
A B C D
中 やや早 中間型 やや易 中 強 強 強 強 強 強 弱
中 やや早 中間型 中 中 中 強 強 弱 弱 中 強















































シュウリュウ 中 中 中 中の上
リュウホウ 中 中 中 中の上









































シュウリュウ 7.27 10.08 56 15.7 7.4 86 0.0 0.0 0.0 1.1 55.6 31.9 107 32.3 0.3 0.0 0.7 4.6
リュウホウ 7.24 10.05 58 14.9 8.7 84 0.0 0.3 0.1 1.1 54.3 29.8 100 29.1 0.6 0.0 0.7 5.7
スズカリ 7.25 10.14 61 15.1 8.1 85 0.1 0.1 0.0 2.9 47.9 25.1 84 27.3 0.7 0.0 1.3 5.2
シュウリュウ 7.29 10.14 59 15.3 6.9 86 0.6 1.4 0.1 1.4 68.6 38.0 103 33.9 0.0 0.1 1.3 4.8
リュウホウ 7.26 10.09 63 14.7 7.9 83 0.8 2.9 0.0 0.9 67.2 36.9 100 32.9 0.4 0.1 1.5 5.2
スズカリ 7.26 10.18 64 14.5 7.2 98 0.6 1.7 0.0 1.9 71.8 39.4 107 30.2 0.3 0.0 2.3 5.6
シュウリュウ 8.07 10.15 55 13.8 4.1 52 0.0 0.3 0.0 0.1 46.5 27.1 99 31.5 0.0 0.0 0.2 4.5
リュウホウ 8.05 10.13 55 13.3 5.0 59 0.1 1.1 0.0 0.3 49.7 27.5 100 29.3 0.0 0.0 0.5 4.8
スズカリ 8.06 10.19 57 13.3 5.1 56 0.1 0.3 0.0 0.9 46.1 25.5 93 27.2 0.2 0.0 0.9 4.5






































































（月日） （cm） （本） （m2）
普通畑標準播 5.27 0.24 0.8 0.8 4.0 6.0 200 75 16 2 10.5 3
転換畑標準播 6.01 0.30 1.0 1.0 － 6.0 － 75 16 2 9.0 3
普通畑晩播 6.24 0.24 0.8 0.8 4.0 6.0 200 75 12 2 9.0 3
試験条件





試験条件 6.0mm 6.1mm 6.7mm 7.3mm 7.9mm 8.5mm 9.1mm 百粒重以下 ～6.6mm ～7.2mm ～7.8mm ～8.4mm ～9.0mm 以上 （g）
普通畑標準播 0.1 0.6 4.2 19.5 55.3 20.0 0.3 30.3
転換畑標準播 0.1 0.5 2.5 12.3 52.5 30.8 1.3 31.4
普通畑標準播 0.4 3.0 21.9 55.9 17.8 0.8 0.1 26.5
転換畑標準播 0.2 1.9 11.5 26.1 49.5 10.7 0.2 30.5
普通畑標準播 0.7 4.6 17.6 50.5 26.0 0.5 0.1 26.0
転換畑標準播 0.2 2.0 8.4 42.9 44.1 2.3 0.1 29.4









長さ 幅 厚さ 幅/長さ 厚さ/幅 判定（mm）（mm）（mm）
シュウリュウ 8.71 8.30 7.07 0.95 0.85 球
リュウホウ 8.74 7.48 6.72 0.86 0.90 球
スズカリ 8.65 7.77 6.65 0.90 0.86 球
品種名
育成地の普通畑標準播産の 50 粒を調査。2010 年






幅 / 長さが 0.85 以上で厚さ / 幅が
0.85 以上
幅 / 長さが 0.85 以上で厚さ / 幅が
0.84 以下
幅 / 長さが 0.84 以下で厚さ / 幅が
0.85 以上







2010 年～ 2012 年の 3ヶ年平均。
裂莢率は 60℃・2時間の熱風乾燥処理による。
普通畑標準播の 3反復、各反復 50 莢を調査した。











































2010 年～ 2012 年の 3ヶ年平均。
「スズユタカ」は “中 ” の標準品種である。
各試験 10 株、3反復を調査した。
最下着莢節位高調査成績（育成地）
品種名 普通畑 転換畑 普通畑 判定
標準播 標準播 晩播
シュウリュウ 16 18 17 中
リュウホウ 17 19 17 中
スズカリ 14 16 16 中



















A B C D
シュウリュウ R（0） R（0） R（0） R（0）
農林 4号 S（97） S（86） S（83） S（94）



























2007 年および 2010 年の 2ヶ年平均。2007 年は刈系世代（刈系 760 号）の成績。
試験は抵抗性が弱の「ダルママサリ」の褐斑種子を一定間隔で栽培し発病を促した圃場で実施。
生育期調査















シュウリュウ 5.0 1.3 強 2.5 1.0 強 強
奥羽３号 100.0 48.8 中 23.4 10.3 強 中
ネマシラズ 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 極強 強



































シュウリュウ 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 極強 極強
十勝長葉 55.0 32.5 中 99.7 60.4 弱 極弱
農林２号 40.0 12.5 強 91.7 37.3 中 弱
タチナガハ 0.0 0.0 極強 6.7 2.3 強 中































































シュウリュウ 55 46 弱
キタムスメ 52 59 弱




2007 7.0 4.5 5.8 強
2010 29.4 4.8 17.1 中
2012 3.2 4.5 3.9 強
平均 13.2 4.6 8.9 やや強
2007 0.3 1.3 0.8 強
2010 3.6 2.8 3.2 強
2012 1.9 0.1 1.0 強
平均 1.9 1.4 1.7 強
2007 13.9 11.8 12.9 やや強
2010 12.9 10.5 11.7 やや強
2012 5.4 2.7 4.1 やや強
平均 10.7 8.3 9.6 やや強
2007 15.4 16.7 16.1 やや強
2010 15.1 6.0 10.6 強
2012 11.1 3.1 7.1 やや強
平均 13.9 8.6 11.3 中
2007 19.8 22.0 20.9 中
2010 23.8 8.0 15.9 中
2012 14.1 8.0 11.3 中
































「赤莢（長野）」は “ 強 ”、「タマヒカリ」は “ やや































































強　　：同一株内Harosoy が対比 0.750 未満
やや強：同一株内Harosoy 対比が 0.750 以上 0.793 未満
中　　：同一株内Harosoy 対比が 0.793 以上 0.800 未満
やや弱：同一株内Harosoy 対比が 0.800 以上 0.828 未満
弱　　：同一株内Harosoy 対比が 0.828 以上
2010 年の判定の分類基準
強　　：同一株内Harosoy 対比が 0.55 未満
やや強：同一株内Harosoy 対比が 0.55 以上 0.68 未満
中　　：同一株内Harosoy 対比が 0.68 以上 0.70 未満
やや弱：同一株内Harosoy 対比が 0.70 以上 0.90 未満
弱　　：同一株内Harosoy 対比が 0.90 以上
2012 年の判定の分類基準
強　　：同一株内Harosoy 対比が 0.53 未満
やや強：同一株内Harosoy 対比が 0.53 以上 0.59 未満
中　　：同一株内Harosoy 対比が 0.59 以上 0.69 未満
やや弱：同一株内Harosoy 対比が 0.69 以上 0.90 未満
弱　　：同一株内Harosoy 対比が 0.90 以上
















2007 100 2.96 0.781 やや強
2010 98 2.60 0.740 やや弱
2012 93 2.45 0.750 やや弱
平均 97 2.67 0.757 やや弱
2007 100 3.20 0.828 弱
2010 96 2.34 0.700 やや弱
2012 76 1.98 0.600 中
平均 91 2.51 0.709 弱
2007 100 3.11 0.792 やや強
2010 99 2.32 0.670 やや強
2012 77 1.99 0.590 中









2010 年～2012 年の 3ヶ年平均。
30℃・13 時間吸水後、30℃・湿度 80% で 8 時間
以上乾燥後、裂皮の大きさが最大 3mm 以上の粒
数を調査した。
生産力検定試験（普通畑標準播）の 50 粒 2 反復
を調査した。


















「スズユタカ」は粗蛋白質含有率が “中”（40.1 ～ 44.0%）、粗脂肪含有率が “中”（19.0 ～ 21.9%）の標準品種。「エ
ンレイ」は粗蛋白含有率 “高”（44.1 ～ 48.0%）の指標品種。
子実成分調査成績（育成地）
品種名 普通畑標準播 転換畑標準播 普通畑晩播
シュウリュウ 41.6 43.9 41.4 中 21.4 20.0 21.1 中
リュウホウ 39.7 41.7 40.1 中 22.4 21.4 21.7 中
スズカリ 39.8 42.5 40.0 中 22.8 20.7 21.7 中
スズユタカ 38.0 42.2 39.0 中 21.9 19.6 21.0 中
エンレイ 41.9 45.1 43.3 高 21.1 19.2 20.2 中
粗蛋白質含有率（％） 粗脂肪含有率（％）
















外観 甘味 こく味 不快味 食感 おいしさ
（％）（mPa･s）（kPa/cm2）
シュウリュウ － 34.1 14.6 3.0 2.7 2.8 3.0 3.3 3.2 3.0 ○（適）
フクユタカ － 32.6 12.5 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
シュウリュウ 14.6 － － 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.3 3.2 ◎（好適）
フクユタカ 14.6 85.3 － 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
シュウリュウ 15.3 46.5 － 3.0 4.3 3.8 3.0 1.8 3.2 3.2 ○（適）





































製造条件は、B 社の定法による、8℃で 17 時間浸漬後、加工 Aタイプは、98℃で 40 分蒸煮し、加糖量 Brix30%
で 1 時間蜜漬とし、加工品 Bタイプは、98℃で 2分 30 秒蒸煮し、加糖量 Brix40% で 1 時間調味炊きし、昆布混
合後、殺菌した。




色沢 光沢 香り 舌触り 豆の硬さ皮残り 味 総合
（g） （%）
シュウリュウ 33.8 0.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
トヨムスメ 35.3 1.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
シュウリュウ 33.8 0.0 2.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0













































































（倍） （倍） （g） L＊ a＊ b＊ C＊ （g） L＊ a＊ b＊ C＊
2.37 2.18 231.5 51.8 5.0 10.7 23.6 134.5 49.3 6.4 6.0 17.7
2.37 2.13 226.0 53.2 4.7 10.0 22.1 124.8 51.7 5.5 8.1 19.5
浸漬比 蒸煮比 煮豆 納豆
色調 色調
菌かぶり 溶菌 割れつぶれ 豆の色 香り 硬さ 味 糸引き 総合
3.2 3.1 3.1 2.4 2.7 3.1 3.0 2.8 2.8












































（g） （%） （倍） （倍） （%） （g） Y（%） ｘ ｙ
32.9 98 2.26 2.05 58.3 604 38.67 0.384 0.383
トヨコマチ
（淡色系標準） 34.5 97 2.34 2.09 58.3 592 38.85 0.383 0.382
エンレイ
（赤色系標準） 32.9 98 2.32 2.12 58.4 540 37.35 0.384 0.382
百粒重 発芽率 浸漬比 蒸煮比 蒸煮大豆
色調
色 香り 味 組成 総合 色 香り 味 組成 総合







































































































シュウリュウ 7.28 10.06 45 15.1 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 32.1 103 32.9 0.3 0.0 1.0 2.0
リュウホウ 7.26 9.30 48 15.3 4.8 0.3 0.0 0.0 0.0 31.4 100 31.4 0.7 0.0 0.7 2.7
スズカリ 7.24 10.03 44 14.2 4.6 0.0 0.0 0.0 1.0 31.1 100 27.3 1.7 0.0 1.7 3.0
ナンブシロメ 7.23 10.08 46 14.6 5.6 0.3 0.0 0.0 1.0 26.0 82 23.1 0.7 0.3 1.0 3.3
シュウリュウ 7.31 10.16 79 18.0 4.6 1.7 1.0 0.0 0.0 39.0 92 33.4 1.0 1.0 0.7 4.0
スズカリ 7.30 10.17 82 16.0 4.9 1.0 1.0 0.0 0.0 42.6 100 31.5 1.7 0.3 2.3 3.7
ナンブシロメ 7.27 10.19 96 17.7 5.8 3.3 2.0 0.0 0.0 42.4 100 24.6 0.7 0.3 1.0 3.3
シュウリュウ － － 50 14.6 4.9 1.3 0.0 0.0 0.0 32.1 119 34.3 0.3 0.0 1.0 2.3
リュウホウ － － 52 14.5 4.6 3.0 0.0 0.0 0.0 26.7 103 32.7 0.0 0.0 1.0 5.0
スズカリ － － 45 12.7 4.4 1.3 0.0 0.0 0.0 27.6 100 30.0 1.3 0.0 0.3 4.3
ナンブシロメ － － 46 13.2 4.3 2.7 0.0 0.0 0.0 24.1 88 23.7 0.7 0.0 0.7 4.7
シュウリュウ － － 63 16.2 4.6 3.3 0.0 0.0 0.0 32.5 105 32.7 0.3 0.0 1.0 2.3
リュウホウ － － 53 14.3 5.2 3.0 0.0 0.0 0.0 24.9 89 33.3 1.0 0.0 1.5 4.0
スズカリ － － 54 14.0 5.3 3.7 0.0 0.0 0.0 31.6 100 30.2 1.3 0.0 1.7 2.3































































評（日） （％） （日） （％） （日） （％）
農研（標播） +1 91 ◇ 0 － ◇ +3 121 ○
農研（晩播密植） +2 88 ◇ 0 85 ◇ +3 105 ○
金木町 +1 103 ◇ +1 104 ◇ +4 127 ○
古川農試（標播） －4 107 ◇ －6 84 ◇ －5 115 ×
古川農試（晩播） －7 87 ◇ －2 140 ◇ －3 116 ×
農試（標播） +7 89 ×
農試（晩播） +2 78 ×
大館市 +1 90 ×
能代市 +2 80 ×
大仙市 0 100 ×
農研（標播） 0 160 ◇ －18 106 ○ －14 106 ○
農研庄内（標播） －10 94 ◇ －2 114 ○ －8 101 ◇
三川町 －12 113 ○ －7 92 ◇ －4 109 ○
新庄市 －7 124 ○ －3 104 ○ －7 100 ◇
川西町 －6 99 ◇ －10 169 ◇ －5 113 ○
中山町 －6 94 ◇ －8 89 ○ －3 79 ◇
酒田市 －9 101 ○ －13 92 ○ －5 96 ◎
農研（標播） －4 117 ○ －9 122 ◇ －1 119 ◇
農研（晩播） －8 104 ○ －1 106 ◇ +2 85 ×
佐渡市 －12 88＊ ◇ －10 130 ○
村上市 －8 100＊ △ －4 310 ○
上越市 －6 62＊ × +8 81 △
農試（標播） －14 80 △ －13 131 △ －10 114 △
農試（晩播） －16 107 △ －18 152 △ －12 86 △














































播種および散布日　2011 年：5月 18 日播種、7月 5日散布（本葉数 6～7）
　　　　　　　　　2012 年：6月 14 日播種、7月 18 日散布（本葉数 3～4）
薬害程度　散布１週後に葉の褐変、黄化、退色、縮葉等による薬害程度を達観調査した。
　　　　　0：無、1：微、2：少、3：中、4：多、5：甚
各品種 1区 2畦とし 2反復で実施した。
大豆の生育期広葉雑草対象除草剤の薬害に関する試験成績（育成地）
無処理区 処理区 処理/無処理対比
2011 3.0 33.2 32.9 99
2012 4.0 28.2 24.6 87
平均 3.5 30.7 28.7 93
2011 0.0 36.6 40.5 111
2012 0.0 39.6 41.9 106
平均 0.0 38.1 41.2 108
2011 4.0 36.5 33.1 91
2012 4.0 31.0 22.5 73
平均 4.0 33.7 27.8 82
2011 0.0 38.7 34.9 90
2012 0.0 30.8 29.9 97
平均 0.0 34.7 32.4 94
スズユタカ
品種名 試験年次 薬害程度
子実重（kg/a）
シュウリュウ
タチユタカ
リュウホウ
